
函館市民と共に
「特別史跡五稜郭」を未来

へ紡ぐ
ー五稜郭に関する関心を高め、地域のシンボルを盛り上げようー



五稜郭について調査をするにあたって

•「五稜郭への人々の関心の低さ」の問題において、
私たちはこれまでの授業を踏まえて「五稜郭の歴
史についての知識が薄いこと」、「世界遺産登録
に向けた動きへの認知度の少なさ」、「ボラン
ティア等の周知不足」があるのではないかと考え、
その実情を確かめるために五稜郭周辺まで実際に
足を運びアンケート調査を行った。

•またそれ以外にも、同様のアンケートをGoogle
フォームを用いてネット上で実施し集計した。



アンケート内容

•年齢層、出身地
•五稜郭を訪れる目的
•五稜郭に関して知っているもの（歴史やイベント、ボランティ
ア等）、またそれらについて何を通じて知ったか

•五稜郭を世界遺産にしようとする活動について知っているか
•五稜郭の世界遺産登録に対して前向きかどうか
•理想の五稜郭はどんなものか（五稜郭に何を求めるか）



１,情報発信と認知不足が引き起こす課題①

函館市民（55名にアンケート）

20%

80%

世界遺産登録を目標に取り組んでい

る認知率

知っている 知らない

観光客（35名にアンケート）

3%

97%

世界遺産登録を目標に取り組んでい

る認知率

知っている 知らない

55人中11人しか知らない 35人中1人しか知らない



１,情報発信と認知不足が引き起こす課題②

函館市民

5%

95%

不要な木の枝の伐採ボランティアの

認知度

知っている 知らない

55人中3人しか知らない

〈調査結果〉
・市民のほとんどが函館の様々な団体が世界遺産登
録を目指していることを知らない。
・世界遺産登録には歴史のストーリーが大切なのに、
十分に把握できていない市民が多い。世界遺産にす
る動きを進める人と知識に差がある。
・市役所が募集しているボランティアの認知度が低
すぎる。

五稜郭に関する情報が十分に共有できていないこと
で、市民の理解や参加意識が低下している。



2,観光・地域環境の課題

・タワーから五稜郭を綺麗に撮影できると思って上ったが、窓枠
の間隔が狭くて邪魔だった。他に綺麗に五稜郭を撮影できる場所
も知りたかった。
・喫煙所がないため、ラッキーピエロの前まで行った。
・観光客が車を周辺住民の家の前に無断で違法駐車した。

観光客と地域住民の共生が必要



「京都市・京都市観光協会におけるマナー啓発対応一覧」
https://www.kyokanko.or.jp/project/sustainable/manner/



3,世界遺産登録への関心と意識の課題

65%
10%

25%

世界遺産についてどう考えるか

登録したい 登録したくない 決められない

（登録したい）
・歴史的な場所だから。
・もっと有名になってほしいから。誇らし
い気持ちになる。
・小さいころからある思い出の地だから。
・函館がもっと賑わって欲しい、発展して
ほしいから。

(登録したくない)
・マナーの悪い観光客が増えるから。
・オーバーツーリズム減少が加速してしま
う。
五稜郭の文化的価値に対する理解がないか
ら。



学生が実践できるこれからの取り組み
①五稜郭で行われるボランティアの積極的な参加
それに加えてＳＮＳを活用した発信
学校のＰＲにもつながり、若者の函館離れの現象にもつながる

②学生が主体となって行うワークショップの開催

学生が仲介することで幅広い世代の市民と意見交流できる


